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被　服　123

被服材料の通疲的熱伝壷特性t冷浪^,て,つ。1

　　　　　　　祭良女瓦　家政　・妹尾順争　丹羽雅手

　目的　被服材料の遺違的熱伝達特性左用途刀^､なゐ汐種類の外衣用布につぃ１計測し

過も勺熱吸収速及の範團を捉£ろ。一方，布の塞徊勺力偉特性より似合い値を庫むし，熱

伝往時性り戦合いtの関係や繊維紙蔵亦の構造との関係はつい-I も検討寸ろ。他方これ

りの値七皮ﾉ冨が布に接触！靫時に朽 i;'ろ海温轄七の関係乞官能検査によ。べ明りヽI't ろ。

　万去　予備叟験によ，て，冷温感"c関連づ･けろ靫めの遥疲的熱伝Jt椅性のIt 測灸倖を次

のように設定l な。標市状範,副*靫れ化恒温｡恒温≪で, ヤー-^うぜ乞用ヽ,ヽ，試料と熱源板

の温良友を/D‘乙，時定数乞a2st此寸や。熱吸収速急には例外なく最式値が屁われ，これを

沁八｡(. て過疲的熱ｲＵ

稜蝋，婦人服碑地／か殖類.. IS]中n-地2/雄類乞用い化。ip の力吟的性隻はK t S －f B

計測シ入テAにより計測し，これらヵヽら風合い値を算弧i 1 ‰mどり関連づ'けを竹った。

！らに‰Ax と冷温歿七の関強を｡用途別に吋ンアリングし｡一対比軟汰乞採用I T* 能検を

乞行, 但。

　銘更　‰xの範囲は紳士軋限地々＼0.030~0.0i･Icai＆sec,同秋冬服地がO.OZか･a叶/od/c^-stcで，婦

人服中層地は奴ふ物紳士服地t I司程fiの範囲乞もつこ£，婦人服憲地は卵ZO~aoﾀ/叫/●・seこ

で広範圈であうこﾋ，^axは布の犀さや見掛け比重と高い相関ヵ膜ら八，繊維の集合構速

'IKPmaXにﾉkほ吋影響の大さいこしさらに凩合い値との粗削は低いことなどIヵくわか。た。

沁。の最大と最i、り朗乞辱間隔に選んだ試料につ，ぺの冷温翁･の･ぼ能尺度俵に自免隻が^

ら政｡臨x と冷温略は哨£つ叩られろこ已が明ら力作こ,リつ批。刳高知tj践策定詐渫犀４

B 64 歩行時の肩衣。熱抵抗,^】詞iる研究
大阪市大生活科学　o花田嘉代子　三平和i

　目的　いままでに姿勢･動作i変化tう尤物大。サーマルマ苓キシを用，ヽ^．il動時，

発汗時およtA"肩風時り亀長の局所別熱抵抗。変化を計7l'J口いい二日常生ﾗ乱≒におら

の因子カリ
，速度24-Tn./m.in..i"これに斗しい対向風を受けい
ﾋﾟ一又,スポーツウjL 7 の熱担抗を計測いこ・

気湿60% の亥験tr行い，^衣の局げレ）方法　表に示４条件の組合せを気温20°C,気湿60%い)メ j

条　　　　　件 7>t°-又りl-te七oi 滸ｯ匈征t心£
①立.位静止, 無凰，発汗なレ（歩行前） 1.0 6 泌e- 1.1 7 cふ

R 歩行，対向風，発汗なし（歩行中） 0.8 3　り ．1千　４

② 歩行，対向鳳，発う干あ'; （歩行中） 0.3 <?　４ 0．5-1　ぅ

④立位静)L，無風，発汗あ'; （歩行後） O.S 8　４ 0.7 2　５

μ果出局所別熱抵抗は各部fir 毛①〉②〉④>③の順を示レf~

工t^tldを求める。　この

とiヌードマネキンの

平均表面熱伝達躯抗は

クロー値r-乾時り｡6 8,

湿時0,43 で｀i,っ/-。　0.7 2　5」湿吟0.43 r S）゜/-。

の順を示レた。部位別変化<^ 7°ロフ　昂表出物所別熱抵杭は脊鄙位と毛①〉②〉④〉卯の川吋ホレた。郡江利父iし）アロノ
リレlよ･*ぼ同様叫頃句t示しX ＼ヽる^'･"，静止時ビ歩行時の熱糸状。もよ乾時も湿時もｔも

に体・･前面・)部位ｆ大き七　ｔくに胸の左*->"大ｌ･･ ある。

　(2)　局所別It。tol ・平均値lt≫iaえ,i表に承i t.あヽ')であろ。これヵヽら立位静止｡吽りlXμd

に対し，歩行時,球卵0痢発汗歩行時lよ約邨%に低下レ，発汗静止時でも約訪～60 'Aに

治下1 うこ･c *}■<‘わヵヽつた。


